
　●　感染拡大防止のため、ショートステイの利用及び新規入居については4/6以降停止しております（特例除く）。

　●　有事（感染者の発生又は感染の疑いのある者の発生）があった場合は施設長へ即時連絡（070-3225-2045）。施設長より指示を仰ぐ。

　●　有事の際は施設長より朝霞市役所長寿はつらつ課及び朝霞市保健所へ即時連絡を入れる。

　介護サービス利用者又は施設職員で、次のような体調不良がある場合等

↓ ↓

↓

↓

↓ ↓

事業所の対応 感染者の対応 ケアマネジャー（ＣＭ）の対応

↓ ↓

事業所（法人）内で情報共有 保健所の指導の下、 感染者・濃厚接触者が利用中の

感染者家族に相談員より連絡 入院もしくは施設待機 他の全てのサービス事業所に連絡

（施設待機の場合は居室隔離） （医療サービス、障害サービス含む）

施設長より長寿はつらつ課に連絡 ↓ ↓

（休日・夜間は代表番号（048-463-1111）へ） 施設待機の場合、保健所の指導の下 濃厚接触者について

看護師が健康観察を行い、記録する 自室による隔離を実施。

ユニット毎に隔離対応とする。

↓ ※保健所より事業所に健康観察 （不明点については保健所に相談）

の依頼をされる場合あり ↓

↓ 感染者・濃厚接触者について ↓

↓ 気になる症状がある場合、 家族と定期的に連絡を取り、 気になる症状は、本人から

保健所の指導に基づき消毒・清掃 速やかに施設長から保健所へ連絡 隔離中の本人へのサービス状況 速やかに保健所へ連絡

手袋着用し、消毒用エタノール ↓ と対応についてを報告。 ↓

又は次亜塩素酸Na液で清拭等 ＰＣＲ検査陰性が２回確認されるまで ※保健所の指示があり依頼された場合、 保健所の指導により

↓ 保健所の指導の下療養 看護師と連携し入居者様の健康 ＰＣＲ検査を受ける場合

濃厚接触者となった利用者・職員の ↓ 状態を観察票等に記載・記録 施設に報告

健康観察を行い、記録する 体調不良なく経過して ↓ ↓

※保健所の指示で依頼された場合 施設待機が終了した場合 感染者・濃厚接触者について 検査結果：陰性の場合

↓ 体調不良なく経過して、 施設へ報告

通常営業に向けて 通常の生活へ 施設内隔離が終了した場合 施設長より保健所と

施設長から保健所に相談 ※外出は例外なく禁止とする。 長寿はつらつ課へ連絡

長寿はつらつ課に報告 ※施設関係者以外の接触を禁止 通常の生活へ

※今後も不要不急の外出は避ける 検査結果：陽性の場合

※施設関係者以外の接触を禁止 施設長から速やかに

長寿はつらつ課に報告

（休日・夜間は代表番号へ）

「朝霞苑におけるコロナウィルス

の対応について」に則った対応へ

【各連絡先】

朝霞市長寿はつらつ課　　ＴＥＬ：０４８－４６３－１７１９（直通）、　０４８－４６３－１１１１（代表　←　休日・夜間の緊急連絡）

朝霞市長寿はつらつ課　　ＦＡＸ：０４８－４５１－１４０３

朝霞保健所（帰国者・接触者相談センター）　　ＴＥＬ：０４８－４６１－０４６８、　ＦＡＸ：０４８－４６１－０１３３

埼玉県新型コロナウイルス感染症県民サポートセンター　　ＴＥＬ：０５７０－７８３－７７０（２４時間受付）

↓

新型コロナウイルス感染の疑いがある場合・感染者が発生した場合の朝霞苑の対応
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地域密着型特別養護老人ホーム朝霞苑

息苦しさ、強いだるさ、高熱等の強い症状のいずれかがある 発熱や咳などの風邪の症状がある

指定期間中は自宅待機

感染の疑い

施設長が 帰国者・接触者相談センター（朝霞保健所０４８－４６１－０４６８（平日８時３０分～１７時１５分））に連絡・相談する

帰国者・接触者相談センター（保健所）の指示によりPCR検査を受ける　…　施設長から長寿はつらつ課（０４８－４６３－１７１９）へ報告

検査結果：陰性　…施設長から長寿はつらつ課へ報告

「朝霞苑におけるコロナウィルスの対応について」に則った対応のうえ、

症状が改善されない場合は再度相談する

検査結果：陽性（感染発生）…　保健所から事業所・感染者・濃厚接触者へ連絡（保健所による事業所への立入調査あり）

↓

濃厚接触した職員への対応

↓

保健所の指導の下、

看護師または施設長より

感染者の主治医に連絡

感染者の発生を全入居者様の

ご家族様へ相談員が連絡

※施設長より保健所へ指示を仰ぐ

↓

自宅待機中、自身は保健所の指導

の下健康観察を行い、記録する

※保健所より事業所に健康観察

の依頼をされる場合あり

※今後も不要不急の外出は避ける

体調不良なく経過して

自宅待機期間が終了した場合

通常の生活へ

㊟ ≪事業所及びケアマネジャーの皆様へ≫

感染者・濃厚接触者へは、自宅療養・待機のご指導をお願いします。

濃厚接触者の家族や、感染者・濃厚接触者と別日の介護サービス利用

者については、サービス利用の制限等はありません。しかし、相談を受

けた際は、感染拡大防止の観点から、自主的に利用を控えること等も踏

まえたご対応をお願いします。


